
２

いがけない受賞で驚いています。50年以上

洋菓子に携わっていますが、修業時代にしっかりと

基礎の大切さを学べたことが一番の財産ですね。

作ったお菓子はすべて我が子と同じ。子育てと同

じくらい難しく、思い出もたくさんあります。

若い職人さんには、失敗を恐れずにどんどん新し

いことにチャレンジして欲しいと思います。私も

そうでしたが、何事もやってみないとわからない

し、失敗して初めてわかることもたくさんありま

す。私も常に新しいものにチャレンジしながら、こ

れからも大好きなお菓子に関わって行きたいと思

っています。

金の仕事は、暑い日も寒い日も、ほとんどが

屋根の上の仕事なので、肉体的にきついですが、外

装がきれいに仕上がったときや、雨漏りの原因を見

つけて、ピタッ
● ● ●

と漏れが止まったときはとてもうれ

しく、やりがいを感じます。

今回自分が賞を受けていいのか…ちょっと恥ず

かしいのですが、全国の技能大会での上位入賞や、

共同高等職業訓練校の講師として指導しているこ

となどが評価されたのかなと思っています。自分

は仕事が趣味のような人間なので、これからも常に

勉強を続けながら、若い人に自分の技術を伝えてい

きたいです。　

｢技
能
功
労
者
｣は
30
年
以
上

の
経
験
と
優
れ
た
技
能
を
持

ち
、
後
進
の
指
導
･育
成
な
ど
、
他
の
模

範
と
な
っ
て
い
る
か
た
に
贈
ら
れ
、
｢優

秀
技
能
者
｣は
各
種
大
会
入
賞
な
ど
、
優

れ
た
技
能
を
持
っ
て
い
る
か
た
に
贈
ら

れ
ま
す
。

今
年
度
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
の
は

左
記
の
み
な
さ
ん
で
す
。
表
彰
式
は
、

11
月
28
日
(水)
午
後
３
時
30
分
か
ら
、
秋

田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
４
階
矢
留
の
間

で
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

企
業
立
地
雇
用
課
雇
用
労
働
担
当

☎
(８
８
８
)５
７
３
４

【
技
能
功
労
者
】

▼

佐
々
木
 稔
さ
ん
(建
築
塗
装
工
)

▼

浅
石
 薫
さ
ん
(フ
ラ
ワ
ー
装
飾
師
)

▼

山
上
豊
和
さ
ん
(日
本
料
理
調
理
人
)

▼

越
後
谷
邦
夫
さ
ん
(内
装
仕
上
工
)

▼

水
戸
 志
さ
ん
(室
内
装
飾
工
)

▼

橋
本
光
弘
さ
ん
(石
工
)

▼

山
田
 繁
さ
ん
(菓
子
製
造
工
)

【
優
秀
技
能
者
】

▼

佐
藤
健
一
さ
ん
(建
築
板
金
工
)

▼

澤
田
石
み
き
    さ
ん
(七
宝
工
)

｢シ
ン
プ
ル
で
ご
ま
か
し
が
き
か
な
い
サ
ブ
レ
が
一
番
難
し
い
で
す
ね
｣

｢手
作
業
の
技
術
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
現
場
で
も
対
応
で
き
ま
す
｣

技
能
功
労
者
　
山
田
 繁
さ
ん

優
秀
技
能
者
　
佐
藤
健
一
さ
ん

市政トピックス

び

の

声

喜

思板

平成30年度 技能功労者･優秀技能者表彰
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秋田市を情報セキュリ
ティ事業の地方拠点に

㈱
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

事
業
内
容
▼

IT
系
シ
ス
テ
ム
の
各
種
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業

資
本
金
▼

２
億
７
千
686
万
５
千
円

新
規
雇
用
▼

操
業
時
５
人

(将
来
計
画
10
人
)

㈱ブロードバンドセキュリティの持塚 朗
代表取締役社長(中央)と佐竹知事､穂積市
長(10月30日の立地協定締結式で)

今
か
ら
150
年
前
、
戊
辰
戦
争
の
際
、

秋
田
の
地
に
援
軍
に
駆
け
つ
け
た
佐
賀

藩
士
と
、
こ
れ
を
慰
霊
す
る
｢葉�

隠
�
�
�

墓

苑
｣を
縁
と
し
て
、
秋
田
市
と
佐
賀
県
武

雄
市
が
、
こ
の
た
び
交
流
に
関
す
る
協

定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
葉
隠
墓
苑
が
あ
る
新
屋

日
吉
町
の
み
な
さ
ん
を
中
心
に
、
慰
霊

祭
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
が
友
好
を
育

�
�
�

み
、
今
年
５
月
に
は
、
武
雄
市
新
庁
舎

の
落
成
記
念
行
事
で
竿
燈
を
披
露
し
た

ほ
か
、
８
月
に
は
武
雄
市
の
小
学
生
が

秋
田
市
を
訪
れ
、
地
元
小
学
生
ら
と
親

交
を
深
め
ま
し
た
。

締
結
さ
れ
た
協
定
で
は
、
今
後
両
市

が
、
観
光
振
興
、
地
域
振
興
を
協
力
し

て
進
め
て
い
く
こ
と
な
ど
を
取
り
決

め
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

協
定
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
企

画
調
整
課
国
際
交
流
担
当
へ
。

☎
(８
８
８
)５
４
６
４

■
絆
の
証
｢葉
隠
墓
苑
｣■
◆
■
◆
■
◆

戊
辰
戦
争
の
際
、
新
政
府
側
に
つ
い

た
秋
田
藩
は
、
幕
府
側
の
庄
内
藩
、
南

部
藩
、
仙
台
藩
な
ど
に
攻
め
込
ま
れ
ま

し
た
が
、
薩
摩
藩
、
長
州
藩
、
佐
賀
藩
な

ど
、
新
政
府
側
か
ら
の
援
軍
に
よ
り
敗

戦
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

時
は
過
ぎ
、
昭
和
61
年
、
新
屋
日
吉

町
の
土
地
区
画
整
理
の
際
に
、
無
縁
墓

地
に
風
化
し
た
佐
賀
藩
士
３
人
の
墓
石

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
｢戊
辰

の
役
戦
没
佐
賀
藩
士
慰
霊
秋
田
委
員

会
｣が
結
成
さ
れ
、
葉
隠
墓
苑
を
整
備

し
、
慰
霊
祭
な
ど
の
市
民
交
流
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

葉
隠
墓
苑
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
西
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

へ
。
☎
(８
８
８
)８
０
８
０

■
温
泉
で
知
ら
れ
る
武
雄
市
■
◆
■
◆

武
雄
市
は
、
佐
賀
県
の
西
部
に
あ
る

人
口
約
５
万
人
の
都
市
。
１
千
300
年
の

歴
史
を
誇
る
温
泉
郷
、
400
年
以
上
の
歴

史
を
誇
る
陶
芸
の
里
、
そ
し
て
巨
木
の

里
と
し
て
知
ら
れ
、
国
指
定
重
要
文
化

財
の
｢武
雄
温
泉
楼
門
｣と
｢武
雄
温
泉

新
館
｣が
有
名
で
す
。

10月21日、西部市民サービスセンターで行った協定書署
名式で。武雄市･小松 政

���

市長(左)と秋田市･穂積 志
���

市長

｢秋田市及び武雄市の交流に関する協定書｣を締結

観光振興･地域振興での
協力を約束しました

武
雄
市
の
子
ど
も
た
ち
が
竿
燈
に
挑
戦
！
(今
年
８
月
)

10月21日、武雄市民訪
問団をはじめ、たくさん
の地域のみなさんも出席
して、葉隠墓苑慰霊祭が
行われました

10
月
30
日
、
県
と
市
は
、
㈱
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
(本
社
･東
京

都
)を
誘
致
企
業
と
し
て
受
け
入
れ
る

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
同
社
は
、
今

後
、
事
業
を
展
開
し
て
い
く
う
え
で
、

地
元
大
学
か
ら
の
新
卒
採
用
や
Ａ
タ
ー

ン
制
度
に
よ
り
、
技
術
者
の
確
保
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
秋
田
市
へ
の
立

地
を
決
め
た
も
の
で
す
。

秋
田
市
の
誘
致
企
業
の
受
け
入
れ

は
、
今
年
度
２
社
目
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
業
立
地
雇
用
課
☎
(８
８
８
)５
７
３
３

セキュリティ＝安全の確保


